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【進捗率の算出について】

①計画期間の累計値を目標設定しているもの

進捗率＝実績値÷目標値×100（％）

②基準値に対して数値を増加させるような目標を設定しているもの

進捗率＝（実績値－基準値）÷（目標値－基準値）×100（％）

総合戦略効果検証について

垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、平成27年度に国及び鹿児島県の総合戦略を勘案しなが

ら、本市の特性や地域資源を生かす施策を盛り込み、重要業績評価指数（ＫＰＩ）を定め策定されま

した。

これまで各施策にＫＰＩを意識しながら取り組んでおり、令和２年３月には「第２期垂水市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を策定いたしました。

今回、第１期垂水市まち・ひと・しごと総合戦略の最終年度である令和元年度の実績値等について

効果検証を行い、令和２年度を始期とする第２期総合戦略においても継続した取り組みと、ＰＤＣＡ

サイクルの確立・運用を図ります。

【進捗状況凡例】

Ａ．目標達成または達成見込

（現時点で目標値に対して80％以上）

Ｂ．目標達成に至らないが十分効果が発現している

（現時点で目標値に対して50％以上～80％未満）

Ｃ．目標達成に至らないが多少効果が発現している

（現時点で目標値に対して1％以上～50％未満）

Ｄ．目標達成に向けた効果が発現していない

（現時点で目標値に対して１％未満）

Ｅ．実績値の把握が不可能
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■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する

Ａ 17件 (63.0%) 2件 (100.0%) 6件 (60.0%) 9件 (60.0%)
Ｂ 1件 (3.7%) 1件 (10.0%)
Ｃ 3件 (11.1%) 1件 (10.0%) 2件 (13.3%)
Ｄ 5件 (18.5%) 1件 (10.0%) 4件 (26.7%)
Ｅ 1件 (3.7%) 1件 (10.0%)
合計 27件 2件 10件 15件

■基本目標２　垂水市への新しいひとの流れをつくる

Ａ 11件 (55.0%) 2件 (100.0%) 1件 (25.0%) 8件 (57.1%)
Ｂ 1件 (5.0%) 1件 (25.0%)
Ｃ 2件 (10.0%) 2件 (14.3%)
Ｄ 6件 (30.0%) 2件 (50.0%) 4件 (28.6%)
Ｅ
合計 20件 2件 4件 14件

■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

Ａ 6件 (33.3%) 2件 (40.0%) 4件 (40.0%)
Ｂ 4件 (22.2%) 1件 (33.3%) 1件 (20.0%) 2件 (20.0%)
Ｃ 5件 (27.8%) 2件 (40.0%) 3件 (30.0%)
Ｄ 3件 (16.7%) 2件 (66.7%) 1件 (10.0%)
Ｅ
合計 18件 3件 5件 10件

■基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

Ａ 6件 (42.9%) 1件 (33.3%) 5件 (55.6%)
Ｂ 0件 (0.0%)
Ｃ 2件 (14.3%) 1件 (33.3%) 1件 (11.1%)
Ｄ 6件 (42.9%) 2件 (100.0%) 1件 (33.3%) 3件 (33.3%)
Ｅ
合計 14件 2件 3件 9件

※　再掲のＫＰＩは除いています。

基本目標ごとのＫＰＩの現状について

各事業のKPI各施策のKPI基本目標のKPI全ＫＰＩ

各事業のKPI各施策のKPI基本目標のKPI全KPI

各事業のKPI各施策のKPI基本目標のKPI全ＫＰＩ

各事業のKPI各施策のKPI基本目標のKPI全ＫＰＩ
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■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
＜基本目標のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 数値目標
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 雇用創出数 累計110人 - 25人 26人 40人 22人 3人 116人 105.45% Ａ
※１

1

2 新規創業件数 累計5件 - 4件 1件 4件 2件 0件 11件 220.00% Ａ
2

1.既存産業の育成及び経営安定化の推進
　(1)農林業の振興
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 農地所有適格法人数 累計18法人 13法人 1法人 1法人 3法人 0法人 -4法人 14法人 20.00% Ｃ
※２

3

2 認定新規就農者数 累計10人 1人 3人 2人 2人 6人 0人 13人 130.00% Ａ
4

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①新規就農者支援事業【農林課】 【参考：R1度事業費】 12,882 千円

認定新規就農者数（再掲）
（２人×５年間）

累計10人 1人 3人 2人 2人 6人 0人 13人 130.00% Ａ
5

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②新規作物推進事業【農林課】 【参考：R1度事業費】 102 千円

新規取組農家戸数
（H28_5戸/H29_10戸/H30_10戸）

累計25戸 - - 3戸 0戸 3戸 1戸 7戸 28.00% Ｃ
6

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　本市農業に興味を持ち就農相談に訪れた方へ補助事業等の活用を視野に認定新規就農者への申請を促している。元年度は７名延べ12回の就農相談を実施。農地確保や技術面などの
課題があり認定新規就農者の認定までは至らなかった。２年度に設置した市農業創生未来会議の議論で見出される方向を元に、新たな担い手となるべき人材の確保を図る。

・地方創生に効果があった。

　平成28～29年度は「ミシマサイコ」の試験栽培を行ったが、栽培技術・労力面・経営面で課題があり普及まで至らなかった。平成30年～令和元年度は「パースニップ」の試験栽培
を行った。公設市場が中心となって、今後はメニューの開発、６次産業化などに取り組み販路拡大を検討する。

・地域に適した作物を選定してもらいたい。
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＜具体的な事業のKPI＞　1-1-(1)　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

③肉用牛繁殖雌牛更新促進事業【農林課】 【参考：R1度事業費】 1,800 千円

事業実施頭数
（年30頭×４年間）

累計120頭 - - 33頭 26頭 23頭 18頭 100頭 83.33% Ａ
7

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

④６次産業化及び企業農業創出事業【農林課】 【参考：R1度事業費】 956 千円

先進地視察研修
（年１回×５年間）

累計5回 - 0回 1回 0回 0回 0回 1回 20.00% Ｃ
8

初期投資への一部助成件数
（年２件×５年間）

累計10件 - 1件 1件 4件 1件 4件 11件 110.00% Ａ
9

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑤間伐実施事業【農林課】 【参考：R1度事業費】 3,185 千円

間伐面積
（年25ha×５年間）

累計125ha - 48ha 49ha 17ha 17ha 12ha 143ha 114.40% Ａ
10

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑥６次産業化推進組織設立事業【水産商工観光課／農林課】 【参考：R1度事業費】 0 千円

６次産業化推進組織の早期設立 設立 - - 未実施 未実施 未実施 未実施 - 未実施 Ｄ
11

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　肉用繁殖雌牛の更新により、付加価値の高い子牛生産による畜産経営の安定を図っている。高齢の繁殖雌牛の若返りを促進し、子牛の商品性を向上させ、生産基盤の維持拡大を図
るものであり、垂水市畜産振興会からの要望でもある。

・地方創生に効果があった。

　大野地区のさつまいも加工販売や新商品開発を中心に取組が進み、規模拡大や産地イメージ向上に貢献している。視察は実施していなが、講師を呼び加工グループ等を対象に研修
を行ったほか、先進地として視察を受け入れている。今後は、さつまいも以外の農産物加工を検討中の農業者があり、所得向上の手段として検討いただきながら事業化を積極的に支
援する。

・地方創生に効果があった。
・引き続き事業を推進し、新しい６次産業化の後押しをしてもらいたい。

　適切に管理された森林は、水源のかん養・国土の保全及び地球温暖化防止の貢献など多面的機能かつ重要な役割を果たしている。本市においては、樹種及び樹齢に応じて毎年計画
的に間伐を実施している。一方、未整備の森林も多いことから、森林環境贈与税等を活用し、健全な森林保全を推進することで、災害に強い国土づくりを実施していく。

・地方創生に効果があった。

　組織の早期設立には至っていないが、水産商工観光課との連絡調整のもと、食品加工・販路拡大等６次化につながる取組の連携強化に努めている。事業者の利益追求だけでなく本
市の公益に資する取組を推進するため、個別の整備計画等及び本市の上位計画とも整合した中長期的視点を持つ戦略構築のため引き続き気運の盛り上がりが必要。

・引き続き事業を推進し、新しい６次産業化の後押しをしてもらいたい。
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■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する

1.既存産業の育成及び経営安定化の推進

　(2)水産業の振興
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 国内・海外商談成立件数 累計25件 - 7件 8件 8件 9件 8件 40件 160.00% Ａ
12

2 漁業所得（基準値より10％向上） 1,217,569千円 1,106,881千円 - 1,025,643千円 1,106,314千円 828,486千円 1,291,315千円 - 166.62% Ａ
13

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①水産振興資金貸付事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 200,000 千円

漁業所得の向上　垂水漁協 547,254千円 269,167千円 - 526,189千円 221,349千円 232,356千円 541,315千円 - 97.86% Ａ
14

漁業所得の向上　牛根漁協 1,123,429千円 837,714千円 - 499,454千円 884,965千円 596,130千円 750,000千円 - -30.70% Ｄ
※３

15

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②水産振興支援事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 980 千円

新商品開発
（年１品×４年間）

累計4品 - - 2品 2品 1品 1品 6品 150.00% Ａ
16

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

③販路拡大支援事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 8,231 千円

海外商談成立件数
（年２件×４年間）

累計8件 - 2件 1件 2件 1件 4件 10件 125.00% Ａ
17

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　水産業を取り巻く情勢は、魚価の低迷、餌飼料や燃料費の高騰で厳しい状況の中、稚魚購入や運営の資金として利用されている。

・地方創生に効果があった。

　国内での魚食離れや食生活傾向が、生食調理は減少傾向にあり、中食（調理済食材）は増加傾向にあることから、生産現場での６次化による加工品開発は必要であり、付加価値を
付けることで、今後も漁業者の所得向上に繋げる。【品目：カンパチ昆布巻き,カンパチみそ漬,ぶりころころ,ぶり黒たたき,牡蠣】

・地方創生に効果があった。

　魚食離れの背景がある中で、本市の基幹産業である水産業への販路拡大支援は、必須。ただし、海外への販路拡大は、生産性を考量した上で、手法を検討する余地がある。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　1-1-（2）　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

④６次産業化推進組織設立事業【水産商工観光課／農林課】（再掲） 【参考：R1度事業費】 0 千円

早期設立のための会議開催数
（年１回×５年間）

累計5回 - 0回 0回 0回 0回 0回 0回 未実施 Ｄ
18

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　組織の早期設立には至っていないが、農林課との連絡調整のもと、食品加工・販路拡大等６次化につながる取組の連携強化に努めている。経営体個別の整備計画等を考慮し本市の
推進体制を図る上でも組織は必要と思われることから継続的に農林課等関係課との協議を実施する。

・引き続き事業を推進し、新しい６次産業化の後押しをしてもらいたい。
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■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する

1.既存産業の育成及び経営安定化の推進

　(3)商工業の振興
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 物産展等における商談件数 累計25件 - 10件 7件 4件 5件 4件 30件 120.00% Ａ
19

2 商工業の新規就業者数 累計25人 - 5人 10人 10人 5人 3人 33人 132.00% Ａ
20

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①たるみず観光物産販路拡大支援事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 10,725 千円

物産展等における商談件数（再掲）
（年５件×５年間）

累計25件 - 10件 7件 4件 5件 4件 30件 120.00% Ａ
21

商工業の新規就業者数（再掲）
（年５件×５年間）

累計25人 - 5人 10人 10人 5人 3人 33人 132.00% Ａ
22

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②商工会振興資金利子補給事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 2,122 千円

対象事業者
（年40件×５年間）

累計200件 - 42件 38件 38件 32件 26件 176件 88.00% Ａ
23

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

③創業支援事業計画策定事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 千円

新規起業件数（年１件×３年間） 累計3件 - - - 0件 0件 0件 0件 0.00% Ｄ
24

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　本市の生産者にとって販路拡大は、喫緊の課題である。平成27年度から取り組んでおり、生産者とレストランシェフやバイヤーとのマッチングを行なっている。首都圏に加え、関
西都市圏も視野に入れた取り組みを検討し、一過性とならない継続的な取り組みを行う。

・地方創生に効果があった。
・商工会と連携して物産展等の周知をしてもらいたい。

　市内の商工業者や水産業者など、主に運転資金の融資を受けており、商工業振興のために継続した支援が必要である。

・地方創生に効果があった。

　創業支援については、計画策定まで至っていないが、商工会において起業家スタートアップ支援事業により支援している。今後、商工会と連携しながら、取組を検討する。

・商工会と連携し、創業の支援に取り組んでもらいたい。
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■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
2.地域資源を生かした創業支援・企業誘致の推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 創業・企業誘致相談件数 累計25件 - 2件 4件 3件 2件 4件 15件 60.00% Ｂ
25

2 創業・企業誘致の雇用数 累計75人 - 17人 14人 28人 11人 0人 70人 93.33% Ａ
26

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①企業等立地促進事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 97 千円

創業・企業誘致の雇用者数（再掲）
（年15名×５年間）

累計75人 - 17人 14人 28人 11人 0人 70人 93.33% Ａ
27

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
3.魅力ある「しごと」づくりの推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 特定資格取得者数 累計25人 - 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 - 未実施 Ｅ
※４

28

2
職場などで女性が不当な扱い
をされていると思う人の割合 25.0% 37.0%(H20) - - - 56.0% - - -158.33% Ｄ

29

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①地域若者「就地」拡大プロジェクト事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 692 千円

本事業による雇用創出数
（H28_3人/H29_7人/H30_10人）

累計20人 - - 0人 5人 1人 4人 10人 50.00% Ｂ
30

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　既立地企業の雇用は増加傾向にあったが、令和元年度は減少した。雇用の場の創出は人口減少対策に資するものであるため、本市の地域特性を活かした企業誘致を行い、雇用の場
の創出を行う必要がある。

・地方創生に効果があった。
・企業が魅力を感じるような事業展開をしてもらいたい。

　本市が魅力ある就業地であることを感じてもらうことを目的に、高校・大学等の教育機関及び地元企業と連携し、職業体験・講座等のプログラムを実施した。また「就地」を積極
的に促すために、市内企業の情報が一挙に見れるようなパンフレットを作成し、大学・高校・中学校などに配布することができた。今後、視点を変え、さらなる施策を検討する。

・地方創生に効果があった。
・企業とも連携し、本市への就職に向けた情報提供を行う必要がある。
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■基本目標２　垂水市への新しいひとの流れをつくる
＜基本目標のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 数値目標
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 総交流人口
※県が発表する交流人口に教育旅行者数等を加えたもの

200万人 118万人 99万人 115万人 144万人 148万人 201万人 - 101.22% Ａ
31

2 社会増減数 ▲ 100人以下 ▲132人
(H22-26平均)

▲ 143人 ▲ 170人 ▲ 115人 ▲ 77人 ▲ 34人 - 306.25% Ａ
32

1.魅力的な観光資源を生かした多様な交流の推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 メディア情報発信件数 60件 42件 64件 42件 52件 55件 56件 - 72.22% Ｂ
33

2 教育旅行受入校数（国内・海外） 40校 35校 23校 8校 15校 14校 17校 - -420.00% Ｄ
34

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①南の拠点整備事業（ハード部門）【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 199,542 千円

交流人口 80万人増加 - - - - 25万人増加 75万人増加 - 93.36% Ａ
35

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②垂水イメージアップ事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 448 千円

メディア情報発信件数（再掲） 60件 42件 64件 42件 52件 55件 56件 - 77.78% Ｂ
36

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　道の駅たるみずはまびらの本体施設が平成30年11月に開業し、平成30年度の来場者数は25万人であった。開発エリア内に令和元年５月にマリンパークが開業、令和元年10月に肉・
魚の販売施設が開業したことから、今後、更に来場者が増える見込である。令和元年度末現在の来場者数は746,878人。

・地方創生に効果があった。
・コロナの影響で苦境が続いているが、引き続き活性化に努めてもらいたい。

　県内外に向けて、本市の魅力ある情報の発信を目的として行っている。原則として前年度の情報発信回数を上回るよう努めており、平成28年度以降は前年度を上回っている。他自
治体の動向等を踏まえ、常時手法についての検討を行い、改善が図れるよう業務に取り組んでいる。

・地方創生に効果があった。
・引き続き積極的な情報発信を行ってもらいたい。
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＜具体的な事業のKPI＞　2-1　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

③商工関連イベント支援事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 2,500 千円

商工関連イベント開催回数
（年５回×５年間）

累計25回 - 5回 4回 5回 5回 5回 24回 96.00% Ａ
37

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

④教育旅行誘致支援事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 1,039 千円

民泊受入数 20校 5校 7校 5校 7校 3校 2校 - -20.00% Ｄ

（海外） 600人 137人 183人 195人 178人 65人 74人 - -13.61% Ｄ 38

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑤民泊推進事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 1,039 千円

民泊受入数 20校 16校 16校 5校 10校 13校 15校 - -25.00% Ｄ

（国内） 2,400人 2,300人 2,341人 474人 1,160人 2,200人 2,468人 - 168.00% Ａ 39

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑥スポーツ合宿誘致事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 1,062 千円

合宿受入団体数 25団体 26団体 20団体 26団体 47団体 66団体 55団体 - 264.00% Ａ
※５

1,000人 736人 720人 878人 1,395人 1,934人 1,792人 - 453.79% Ａ 40

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　商工会と連携し実施しているが、来場者の増加を図るため、イベント内容について見直しを検討することが必要である。
　【イベント名：たるみずふれあいフェスタ夏祭り、婚活イベント、クリスマス会、Uｰ10サッカー大会、スタンプ会　】

・地方創生に効果があった。
・商工会や水産商工観光課を中心に引き続き取り組んでもらいたい。

　福岡の旅行エージェントを定期的に訪問し、誘致活動を実施した。今後はインドネシアからだけではなく、他国からの受入も視野に長期的な取組みが必要である。

・県内の小中高校に向けたＰＲも必要である。
・自治体同士の関係性づくりも必要である。

　推進員を中心に民泊家庭やツーリズム協議会が連携し、継続的な誘致活動を実施した。熊本地震で落ち込んだＨ28以降は実績が伸びている。今後も事業を継続し、交流人口拡大を
図る。

・地方創生に効果があった。
・県内の小中高校に向けたＰＲも必要である。

　たるみずスポーツランドの完成、継続的な誘致活動、宿泊施設との連携により、大幅に実績を伸ばしている。令和元年度も昨年度の過去最高実績を上回る見込み。ハードの充実と
併せて、旅行エージェントとの連携が数値に反映している。今後も事業を継続強化し、交流人口の拡大を図る。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　2-1　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

⑦都市公園整備事業【土木課／社会教育課】 【参考：R1度事業費】 450,700 千円

利用件数 6,000件 5,700件 5,784件 5,830件 5,874件 4,693件 4,007件 - -564.33% Ｄ

利用人数 100,000人 96,000人 125,569人 104,565人 120,879人 114,585人 96,083人 - 2.08% Ｃ 41

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

 市体育館改修工事（H29～R01）による利用休止期間の影響で利用件数・人数は変動が大きく利用件数は減っているが、スポーツ合宿誘致の効果で人数の多いサッカー等の団体によ
り利用人数は増加している。今後は、リニューアルした施設（体育館）を活用して利用人件数・利用人数の増加を図っていきたい。また、施設管理では、たるみずスポーツランドの
芝に、養生期間を設けたり、張芝作業を行いながら、利用者がより良い状態で使用していただくよう管理の徹底を行っている。

・市民のストレス発散・健康維持に必要であるため、引き続き整備、維持管理に努めてもらいたい。

11



■基本目標２　垂水市への新しいひとの流れをつくる
2.積極的な移住定住対策の推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 転入者数 600人 535人
(H22-26平均)

515人 442人 480人 465人 513人 - -107.69% Ｄ
42

2 空き家バンク登録件数 累計100件 16件 20件 37件 36件 32件 46件 171件 171.00% Ａ
43

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①定住促進事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 28,465 千円

空き家バンク登録件数（再掲）
（年20件×５年間）

累計100件 16件 20件 37件 36件 32件 46件 171件 171.00% Ａ
44

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②垂水市住宅（一般・子育て世帯）リフォーム促進事業【土木課】 【参考：R1度事業費】 12,972 千円

一般世帯 50件 - 65件 55件 64件 49件 47件 - 94.00% Ａ

子育て世帯 10件 - 14件 9件 11件 4件 17件 - 170.00% Ａ 45

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

③民間資金活用集合住宅建設促進事業【税務課】 【参考：R1度事業費】 0 千円

市内各地区１箇所で支援実施 各地区1箇所 - 中央地区1箇所
新城地区1箇所
中央地区5箇所

中央地区2箇所 0箇所
大野地区１箇所
中央地区４箇所

中央地区12箇所
新城地区1箇所
大野地区1箇所

33.33% Ｃ
46

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　多方面への周知等の効果に因る影響で、助成事業の利用が増加しており、一定の成果が得られている。既存事業の更なる利用促進を図るとともに、家族構成などのライフスタイル
の変化に対応した支援事業となるよう制度を改善する。

・地方創生に効果があった。
・魅力ある対策が必要である。

　平成25年度から開始しており、平成27年度から対象者を拡大(子育て世帯　補助率増)した。着実に申請件数がある。台風等の常習地なので屋根葺き替え改修の傾向がある。

・地方創生に効果があった。

　市内９箇所で事業対象となる新規集合住宅の建設があり、民間資金を活用した住環境の整備、移住物件の選択肢の広がり等、一定の成果が得られていると考える。中央地区以外の
地域が２箇所に留まっていることから、未建設地区での支援実施開始を目指し、引き続き周知活動等を図る。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　2-2　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

④「たるたる奨学金」事業【学校教育課】 【参考：R1度事業費】 35 千円

奨学金申請者数 20人 - - - 27人 16人 16人 - 80.00% Ａ
47

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　令和元年度は、14人（大学への進学者11人、高等学校への進学者1人、高専進学者1人、高専に在籍している者1人）に奨学金を貸与している。卒業後の本市への定住意欲を高める
ため、返還免除制度を導入し奨学金制度の充実を図っている。今後、さらに効果が表れるように広報・周知に努める。

・地方創生に効果があった。
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■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
＜基本目標のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 数値目標
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 出生数 累計600人 107人
(H22-26平均)

82人 93人 77人 73人 71人 396人 66.00% Ｂ
48

男性20.0% 男性29.0% 男性31.2% - - - - - -24.44% Ｄ ※６

女性10.0% 女性15.1% 女性19.5% - - - - - -86.27% Ｄ 49

1.結婚・出生・子育てしやすい環境づくりの推進

　(1)出産・子育て環境の充実
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 子育て支援センター利用数 9,708人 4,614人 6,415人 6,555人 5,794人 7,280人 6,406人 - 35.18% Ｃ
50

2 放課後児童クラブ登録者数 117人 77人 74人 98人 94人 123人 131人 - 135.00% Ａ
51

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①不妊治療助成事業【保健課】 【参考：R1度事業費】 1,500 千円

不妊治療助成者数
（10人×４年間）

累計40人 - - 5人 5人 8人 4人 22人 55.00% Ｂ
52

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②子ども医療費助成事業【福祉課】 【参考：R1度事業費】 21,920 千円

子ども医療費助成対象者数 1,504人 - 1,409人 1,416人 1,367人 1,345人 1,196人 - 79.52% Ｂ
53

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

2 生涯未婚率　※基準値はH22

　不妊治療を行う夫婦に対し、費用を助成する事業であるが、平成28年度から開始した新しい事業であること、市の助成を受けるために県の助成を受けている必要があることから、
目標値には達していない。少子化対策や子供を望む対象者にとって有効な事業であるため、事業の周知を継続していく必要がある。

・地方創生に効果があった。

　児童数の減少により対象者数は年々減りつつある。令和２年度から対象者を「15歳に達する日以後の最初の３月31日以前の者」を「18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間
にある者」に拡大し、子育て世帯の負担軽減を図ることとした。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　3-1-(1)　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

③放課後児童健全育成事業【福祉課】 【参考：R1度事業費】 24,317 千円

放課後児童クラブの
サービス利用者数（再掲）

117人 77人 74人 98人 94人 123人 131人 - 135.00% Ａ
54

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

④ファミリーサポート事業【福祉課】 【参考：R1度事業費】 2,923 千円

ファミリーサポートの
サービス利用者数

26人 - - - 17人 41人 63人 - 242.31% Ａ
55

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑤子育て支援センター事業【福祉課】 【参考：R1度事業費】 3,827 千円

子育て支援センターの
サービス利用者数（再掲）

9,708人 4,614人 6,415人 6,555人 5,794人 7,280人 6,406人 - 35.18% Ｃ
56

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　昨年と比較し、全体的に利用者数は増加してきている。特に水之上児童クラブとさざなみ学童クラブの利用者が増えてきている。また、水之上児童クラブの改築については、設計
委託業者、学校、教育委員会、土木課と協議を行い、当初計画どおり進行している。令和２年度に工事着手予定。

・地方創生に効果があった。
・需要の高さがうかがえるため、引き続き取り組んでもらいたい。

　広報誌で子育て支援について特集を掲載。利用会員数は、昨年度と比較し増加してきており、事業の認知度が高まってきている。今後も利用拡大に向けて周知活動を行っていくこ
ととする。

・地方創生に効果があった。

　保護者の意向を確認しながら各種事業を展開している。離乳食講座、産後ケア、言葉の育ち等の研修等を実施し、その他イベント等も積極的に実施している。今後も引続き、利用
者の意向を踏まえて事業を計画していく予定である。

・地方創生に効果があった。
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■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
1.結婚・出生・子育てしやすい環境づくりの推進
　(2)教育環境の充実
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1
将来の夢や目標を持っている子の割合

（小学校６年生・中学校３年生） 85.0% 82.0% 79.7% 83.4% 75.8% 83.1% 84.7% - 90.00% Ａ
※７

57

2
学校での出来事を家の人と話す子の割合

（小学校６年生・中学校３年生） 80.0% 73.7% 74.3% 74.6% 75.4% 75.4% 76.0% - 36.51% Ｃ
※８

58

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①垂水高等学校振興対策事業【教育総務課】 【参考：R1度事業費】 11,250 千円

垂水高等学校入学者定員充足率 85% 67.5% 58.8% 80.0% 51.3% 57.5% 31.0% - -208.57% Ｄ
59

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②外国語活動指導講師事業【学校教育課】 【参考：R1度事業費】 5,254 千円

講師派遣による5・6年の
年間授業実施時数

35時間 - - 30時間 35時間 50時間 50時間 - 142.86% Ａ
60

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

③ＩＣＴ教育環境整備事業【学校教育課】 【参考：R1度事業費】 12,688 千円

ＩＣＴ支援員の活用による職員研修
会の実施（各校年3回(9校*3回)）

27回 - - 6回 4回 3回 2回 - 7.41% Ｃ
61

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　生徒の学校活動に対する補助金支援、垂水中央中３年生を招いた学校説明会の実施、「たるたま」「垂水高校だより」による情報発信を行い入学者確保を図っているが、私立高校
の授業料免除による公立高校離れや本市の利便性からの市外進学等により充足率増に至っていない。今後も魅力ある学校づくりの支援を行うとともに、時代ニーズに応じた情報発信
を図り垂水中央中生徒をはじめ市内外の入学者の確保に繋げていきたい。

・地元に進学して地元に就職するという流れができるように、中学校への働きかけをしてもらいたい。

　全小学校の外国語活動の全ての時間において、担任とともに授業を行うことで、授業の質の維持・向上が図られるとともに、教師にとっても、指導法を学ぶよい機会となってい
る。今後、外国語の授業時数が増加していくことから、一層の充実に努める。

・地方創生に効果があった。

　平成28年度開始事業であり、市内の各小・中学校にパソコン・タブレット端末等を整備した。また、学校や委託会社と調整を行うことで、ＩＣＴ支援員を効率的・効果的に派遣す
ることができている。これまでの研修成果を基に、校内での研修へと徐々に移行している。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　3-1-(2)　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

④夢の実現！学びの教室（中学生）事業【学校教育課】 【参考：R1度事業費】 409 千円

参加者数 延べ150人 - - 延べ281人 延べ370人 延べ390人 延べ357人 - 238.00% Ａ
62

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑤あつまれわんぱく！夏の勉強会【学校教育課】 【参考：R1度事業費】 9 千円

参加者数 延べ400人 - 延べ105人 延べ128人 延べ131人 延べ124人 延べ144人 - 31.00% Ｃ
63

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　令和元年度は、8人の講師の下、1年生31人、3年生9人（8月から）が登録し、年20回の学習会を実施し、延べ357人が参加した。講師確保の課題もあるが、中学生や保護者のニーズ
も高いことから、継続して取り組む。

・地方創生に効果があった。

　平成25年度から夏季休業中における学習会を実施している。昨年度は、2日間の学習会に小学校4年生から6年生までの児童の42％が参加し、また、教職員の協力も49％得られた。
学習意欲の向上につながっている授業であり、実施内容を工夫しながら取り組んでいく。

・地方創生に効果があった。
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■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
2.若年層が暮らしやすい環境づくりの推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 若年層サポート事業数 3事業 1事業 1事業 1事業 2事業 2事業 2事業 - 50.00% Ｂ
64

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①商工会イベント運営事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 2,500 千円

婚活イベント開催回数
（年２回×５年間）

累計10回 - 2回 2回 2回 1回 1回 8回 80.00% Ａ
65

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②結婚新生活支援事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 28,465 千円

支給対象世帯数
（年20件×３年間）

累計60件 - - - 2件 6件 15件 23件 38.33% Ｃ
66

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　商工会と連携し、実施しているが、マンネリ化による参加者の減少など、イベント内容の見直し検討が必要である。

・地方創生に効果があった。

　平成29年度にスタートして以降、制度利用は増加傾向にあり、新生活支援に対する一定の成果が得られている。市の単独事業分に関して、更なる利用促進を図るとともに、家族構
成などのライフスタイルの変化に対応した支援事業となるよう制度を改善する。

・地方創生に効果があった。
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■基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
＜基本目標のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 数値目標
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 全事業所売上高　※基準値はH24 84,887百万円 77,170百万円 - 68,495百万円 - - - - -112.41% Ｄ
67

2 今後も住み続けたいと思う人の割合 50.0%以上 47.2% - 44.1% - - 41.4% - -110.71% Ｄ
※９

68

1.垂水市に合ったＤＭＯ導入の推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 設定項目
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 ＤＭＯ関係の説明会等開催回数 累計20回 - 0回 0回 0回 0回 0回 0回 未実施 Ｄ
69

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①南の拠点整備事業（ソフト部門）【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 千円

商品開発メニューへの取組数
（10事業×４年間）

累計40事業 - - 3事業 3事業 1事業 - 7事業 17.50% Ｃ
70

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②「大隅はひとつ！」大隅広域観光推進事業【水産商工観光課】 【参考：R1度事業費】 3,190 千円

延べ宿泊者数　※基準値はH25 489,674人 423,004人 - - 432,096人 432,500人 494,329人 - 106.98% Ａ
71

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　道の駅たるみずはまびらにおいての６次産業化の人材育成と地域資源の出品及び魅力ある魅せ方への改善、改良を目的に垂水市で特産品を生産または販売している企業・個人を対
象とした商品開発の企画から販売、交渉、広報に至るまでの集中的なスクールを実施した。令和元年度から㈱垂水未来創造商社へ移行し、５品の新商品を開発した。

・地方創生に効果があった。

　㈱おおすみ観光未来会議と連携の下、大隅エリア観光戦略概要書を作成し、観光効果（経済需要の増大）＝経済効果をより高めるための戦略（エリアブランド、ターゲット）立案
と実施体制の充実を図る取組みを実施。2019～2021の数値目標達成に向けて広域的に連携し、観光効果を高める事業を継続実施。

・地方創生に効果があった。
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■基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する

2.安心して暮らせるまちづくりの推進
＜具体的な施策のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 数値目標
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

1 地域振興計画の取組事業数 累計100事業 49事業 28事業 14事業 17事業 12事業 13事業 84事業 84.00% Ａ
72

2 垂水ほっとメール登録者数 3,000人 800人 - - - 816人 828人 - 1.27% Ｃ
※10

73

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

①共生・協働推進事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 23,688 千円

地域振興計画の取組事業数（再掲）
（年20事業×５年間）

累計100事業 49事業 28事業 14事業 17事業 12事業 13事業 84事業 84.00% Ａ
74

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

②総合交通対策事業【企画政策課】 【参考：R1度事業費】 48,647 千円

路線代替バスの運行 41ルート - 41ルート 41ルート 41ルート 41ルート 41ルート - 100.00% Ａ

乗合タクシー 4ルート - 4ルート 4ルート 4ルート 4ルート 4ルート - 100.00% Ａ 75

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

③空き家解体撤去助成事業【土木課】 【参考：R1度事業費】 9,689 千円

空き家解体撤去件数
（20件×４年間）

累計80件 - - 33件 33件 27件 33件 126件 157.50% Ａ
76

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　地区住民が主体的に策定する「地域振興計画」を基に、地区住民の意向が十分に反映された事業が実施されている。地区住民の主体的な取り組みを積極的に支援する。（過疎地域
等集落ネットワーク圏形成支援事業、まちづくり交付金事業）

・地方創生に効果があった。
・公民館や振興会と連携して取り組んでもらいたい。・地域おこし協力隊の活用を検討してはどうか。

　国道における公共交通として地方路線バスの運行維持を図り、国道から離れた集落の公共交通として乗合タクシーの運営により地域住民の交通手段の確保を図っている。地域住民
や利用者のニーズを捉え、協議会における協議を踏まえて本市に合った交通体系を確立し維持する。

・地方創生に効果があった。

　平成28年度から開始しており、着実に申請件数がある。解体を行うことにより、景観及び安心安全を確保することができている。

・地方創生に効果があった。
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＜具体的な事業のKPI＞　4-2　つづき 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和元年度

目標値
平成26年度

基準値
平成27年度

実績値
平成28年度

実績値
平成29年度

実績値
平成30年度

実績値
令和元年度

実績値
累計

進捗
率

進捗
状況

備考

④建築物耐震改修促進事業【土木課】 【参考：R1度事業費】 0 千円

耐震改修（１棟×３年間） 累計3棟 - - - 0棟 0棟 0棟 0棟 0.00% Ｄ

耐震診断（５棟×３年間） 累計15棟 - - - 0棟 0棟 0棟 0棟 0.00% Ｄ 77

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑤地域包括ケアセンター整備事業【保健課】 【参考：R1度事業費】 90,577 千円

介護保険サービス利用者に占める
在宅サービス利用者割合

62.5% 61.15% - - 60.80% 55.20% 56.70% - -329.63% Ｄ
78

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

⑥避難行動要支援者名簿作成事業【総務課】 【参考：R1度事業費】 1,453 千円

避難行動要支援者の最新名簿管理 最新名簿管理 - - 名簿作成 最新名簿管理 最新名簿管理 最新名簿管理 - 100.00% Ａ
79

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）
・地方創生に効果があった。

　東日本大震災、熊本地震、大阪北部地震により、全国的に住宅等の耐震に対する関心は高くなっているが、垂水市においては地震が少ないことから市民の耐震に対する関心は低
く、相談等も無い。市報に事業案内を掲載しているが、台風等の常習地なので住宅リフォームの傾向がある。今後、耐震化が進むようさらに周知に努める。

・災害への備えということを推進して根気強く取り組んでもらいたい。

　地域包括支援センター職員の人材確保に苦慮している等の体制が整っていない状況もあり、在宅サービス利用者の割合は目標値には及ばないが、令和元年度実施市民満足度調査で
は、介護予防、生きがいづくりの推進と居宅サービスの充実の項目において、満足度は最も高い評価となっている。平成３０年度と比較し、訪問看護、訪問リハビリテーション、通
所リハビリテーションなどの医療に対応できる介護サービス利用者が増加傾向にある。今後も介護予防・自立支援に向けた地域個別ケア会議の定期的な開催、利用者が真に必要とす
る介護サービスを見極めるため、介護支援専門員のアセスメント力向上や、ケアプラン点検等の実施に努める。

・進捗率が低いが、地域支援事業の充実を図り取り組んでもらいたい。

　名簿の作成は完了し、関係課に向けてシステムの操作説明会を実施した。名簿システムの基本設計は済んでいるが、浸水想定区域のレイヤへの追加、及び危険区域内住民リストな
ど迅速な避難のためシステム改修が必要となる。今後も関係課との情報共有を密にして連携強化を図り減災に努める。
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■地方創生拠点整備交付金事業【平成29年度実施】
　１　施設整備計画の名称
　　　道の駅展開エリア内における海洋スポーツを活用した交流人口創出施設整備計画

　２　事業概要

　３　施設の名称

　　　マリンスポーツ施設「マリンパークたるみず」

　４　施設の場所

　　　垂水市浜平地区（たるたるぱあく内）

　５　事業費

　　　111,408,864円　うち交付金額52,219,085円

＜具体的な事業のKPI＞ 最終年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

No. 事業KPI
令和2年度
目標値

平成27年度
基準値

平成28年度
実績値

平成29年度
実績値

平成30年度
実績値

令和元年度
実績値

令和２年度
実績値

累計
進捗
率

進捗
状況

備考

1
整備対象施設における利用人数

(H30_240人/R1_960人/R2_1,200人)
累計2,400人 0人 0人 0人 0人 1,754人 - 1,754人 73.08% Ｂ

2
整備対象施設における雇用人数

(H28_1人/H29_1人/H30_3人/R1_3人/R2_3人) 累計11人 0人 0人 0人 1人 4人 - 5人 45.45% Ｃ

3
整備対象施設における教育旅行受入校数

(H28_0校/H29_0校/H30_5校/R1_10校/R2_15
校)

累計30校 0校 0校 0校 0校 5校 - 5校 16.67% Ｃ

【担当課自己評価】（内部評価）

【審議会意見】（外部評価）

　　　鹿屋体育大学と連携し、錦江湾の豊かな海洋資源を利用したSUP、カヌーなど多様なマリンスポーツに触れ合う場所として施設整備を進める
　　とともに、スポーツ経営の観点で現地拠点の経営について指導を仰ぐことで、収益性を重視した施設運営を実施するもの

　マリンパークたるみずは、平成29年５月に着手、平成30年３月に完成した。道の駅全体エリアの整備中であったため、安全性確保の観点からエリア整備完了以降の開業を目標とし、平
成30年10月に指定管理者の募集、平成30年12月に決定、備品整備等準備を進め、令和元年５月に開業した。

・地方創生に効果があった。
・できて間もない施設であるが、今後交流人口の増加を図り、まちの活性化につなげてもらいたい。
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D4セル:
 ※１コメント:
■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
　＜基本目標のKPI＞
　　１　雇用創出数　目標値　累計110人
　　　内訳
　　　　（1）認定新規就農者数　10人
　　　　（3）商工業の新規就業者数　25人
　　　　２．創業・企業誘致の雇用数　75人

E10セル:
 ※２コメント:
■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
　1.既存産業の育成及び経営安定化の推進
　（1）農林業の振興
　＜具体的な施策のKPI＞
　　１　農地所有適格法人数　平成26年度基準値
　　　農地所有適格法人　
　　　Ｈ26基準値　(誤)13法人　→　(正)　6法人
　※Ｒ1実績で３法人認定して+3だが、累計を合わせるため-4法人とした

E64セル:
 ※３コメント:
■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
　1.既存産業の育成及び経営安定化の推進
　（2）水産業の振興
　＜具体的な事業のKPI＞
　　①水産振興資金貸付事業
　　　漁業所得の向上　牛根漁協　平成26年度基準値
　　　誤：837,714千円
　　　正：678,613千円　（浜プランの下方修正）

C137セル:
 ※４コメント:
■基本目標１　垂水市における安定した雇用を創出する
　3.魅力ある「しごと」づくりの推進
　＜具体的な施策のKPI＞
　　１　特定資格取得者数　目標値　累計25人
　　　医療・福祉関係の資格取得の助成制度の構築を目指すために設定したが、構築に至らなかったため実績値の把握が不可能
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L195セル:
 ※５コメント:
■基本目標２　垂水市への新しいひとの流れをつくる
　1.魅力的な観光資源を生かした多様な交流の推進
　＜具体的な事業のKPI＞
　　⑥スポーツ合宿誘致事業　合宿受入団体数　進捗率　264％
　　　（実績値-基準値）÷（目標値-基準値）とすると-2900％となるため、
　　　実績値÷目標値で算出

C253セル:
 ※６コメント:
■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　＜基本目標のKPI＞
　　２　生涯未婚率
　　　50歳に達する時点で一度も結婚していない人の割合
　　　国勢調査の数値を元に算出

C302セル:
 ※７、８コメント:
■基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
　1.結婚・出産・子育てしやすい環境づくりの推進
　(2)教育環境の充実
　＜具体的な施策のKPI＞
　　１　将来の夢や目標を持っている子の割合
　　２　学校での出来事を家の人と話す子の割合
　　　策定時　小学校４年生～中学校３年生
　　　検証時　小学校６年生・中学校３年生

L364セル:
 ※９コメント:
■基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
　＜基本目標のKPI＞
　　２　今後も住み続けたいと思う人の割合
　　　直近の実績値は、令和元年度実施の市民満足度調査の結果

J389セル:
※10コメント:
■基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
2.安心して暮らせるまちづくりの推進
＜具体的な施策のＫＰＩ＞
　２　垂水ほっとメール登録者数
　　　令和元年度実績値
　　　　登録者数は約2,000人であるが、配信可能件数が828人である。
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